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の平面的地下水j土分布から算定されるナイルJIからの柄盗塁は約 6x 10"; m:I/yearで・あるのに対して地下水
利用量はその倍に上っている。しかしナイル川沿岸から印刷以上離れた地域には，逆にナイル川方向へ
流れる地下水があり，実際の揚水はこれらの地下水が混合したものである。そこで，筆者は砂漠の地下に
あるこのような地下水の実態を明らかにすべく地ド水中の11C分析による年代の算定と δD/δIHO比による
水の混合過稗を検討した。ナイル川沿岸から12km以上離れた砂漠地帯で、は， δD/δl情。比は明らかにナイル
川の水と異なり，凸ーい水であることが推定されるのに対して，それよりナイル川寄りの地下水は両者が混
合している様子を示している。J4C分析による水の年代値は14k yerから21k ycrを示し，これらの水がか
つてサハラ砂漠が損暖・湿潤であった最終氷期に浸透した降水起源であることを示しているω このような
結論にたって.筆者は水質の良い下部帯水層の地下水利用を現存のナイル川からの緬養震の範囲で湯水す
ることを勧告している。
このように本論文は地域地下水収支だけでなく，更新世最終氷期の降水に起源をもっ砂漠の地下水の実
態を明らかにし凸ー環境変遷を裏づけた。従って，本論文は第四紀学の分野での発展に寄与する成果を得
ており，博士(理学)の学位を授与するに値するものと審査した。
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